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問題解決の流れ

問
題

原
因

課
題

解
決
策

評
価



チャイルドシート・ジュニアシートを使わない原因

窮屈で
動けない

不快感 恥ずかしい

景色が見えない 親が強く言わない

知らなかった
安全運転なので
大丈夫経済的な理由

断るのが気まずい

子どもが利用
したいと思うよう
になるためには

親が子どもに利用
させたいと思うよ
うになるためには

断っても関係が悪化
しないようにするた

めには

課題

短距離だから
大丈夫



行動変容の3つの視点

子ども自身・親・周囲（社
会）の３つのレベルの行動
変容

1⃣ 子どもの内発的動機づ
けを高める

2⃣ 親の過信を減らし、
チャイルドシート・

     ジュニアシート利用意
     図を高める

3⃣ 安全行動が社会の常識
     になる



子どもを対象としたアプローチ
発達段階に応じた取り組み
• 格好いい安全座席
• よく見える専用席
• 自分を守るために座る席
• 安全の理由を自ら理解し利用

自律性
自分で
決める

• チャイルドシートを自分で
選ぶ

• ベルトを自分で装着する
• 自ら考える安全宣言

有能感
安全に
詳しい
格好
いい

• 150㎝以下は大人用シート
ベルトが適合しないことを
示し、自ら必要性を理解

• 交通安全の理解を認定する
（安全マスター検定・認定
制度）

関係性
安全の
ロール
モデル

• 学校のクラスレベルでの取
り組み

• 安全リーダーとして低学年
に教える（上級生としての
モデル）

自己決定理論 自己決定が継続的な動機に

自律性
安全を自ら
考えて実施
できる

有能感
何が危険で
どうすれば
よいかがわ

かる

関係性
他者との関わ
りの中で自分
の行動を捉え

られる

動機づけを高める前提となる心理的欲求

無動機
外発的動機づけ 内発的

動機
づけ

外的
調整

取入れ
的調整

同一化
的調整

統合的
調整

無行動や
無意図

外的な
報酬や罰

内的な
報酬や罰
承認／恥

規範の意
識的な価
値づけ

規範と自
己の価値
の統合

楽しさや
興味

自己決定的

ジュニア
シートに
座るのは
格好いい

安全を大
事にして
いるから
座るのが
当たり前

事故が
あったら
守ってく
れるから
座る

良い子で
いたいか
ら座る

乗りたく
ないけど
怒られる
から座る

どうでも
いい

利用している人が認められ、
賞賛される（社会的学習）

取組の視点

Ryan, R., and Deci, E.L.. Self-Determination Theory and the Facilitation of Intrinsic Motivation, 

Social Development, and Well-being. American Psychologist, Vol.55, No.1, 68-78, 2000



親を対象としたアプローチ
計画的行動理論 利用を考えるきっかけを増やす

態度

主観的
規範

行動
統制感

意図
行動

CRSの
利用

Ajzen, I 1991 The theory of planned behavior. Organizational Behavior and 
Human Decision Processes, 50（2）, 179-211を基に作図

警察等の信頼できる情報源からの公式見解（6歳以上も
必要）、学校・幼稚園からの通知、病院・公共施設等での周知、
ジュニアシートの着用率、利用する親の意識に関する調査結果

第二当事者も含めた事故遭遇リスク、チャイルドシート・ジュニア
シート着用による死亡重傷率の低減効果、身長150㎝未満での
シートベルトのみ着用での腹部損傷リスク、使用して救われた体験
談自分の運転でも

事故は起こる
CRS利用は親の

務め

周囲も利用して
いる・法律で決
まっている

子どもが使いた
がる・つけ外し
容易・安価

子どもの
安全のために
CRSを使おう

自己決定
理論に基づく

子どもの
内発的動機
づけ向上

販売店情報、商品の選び方、耐久性、価格、在庫、取り付け方、レン
タル制度、補助金制度、取り付けサポート情報、他の人の効果的な
利用方法、多くの車種で使えるジュニアシート、調整方法

「チャイルドシート・ジュ
ニアシートがないと乗
せない・乗らない」が受
け入れられる社会規範



社会を対象としたアプローチ
お願いされると断りづらい

看護分野における言えない要因
①間違いへの確信が持てない ②人間関係の悪化が心配

   ③立場の違い

森永今日子. 医療事故防止におけるチームエラーの回復に関する研究(1)エラーの指摘を抑制する要因についての質問紙調査による検討. 北九州市立大学文学部紀要, 10, 55-
62, 2003

安全行動が常識とされる文化の形成

断れない

乗せてはいけないと
いう確信が持てない

些細な問題であると
考える

立場上、断りにくい

断った時の人間関係の
悪化が心配

•ルールの不理解
•ルールが「義務」で
なく「推奨」

•短時間・短距離なの
で大丈夫

•事故は起こさない

態度
自分の運転でも
事故は起こる

CRS利用は親の
務め

•拒否が相手の恥や、
相手への非難に

•細かすぎる等の自
己評価につながる

•断ることはよくない
という社会的信念

•感情的対立

医療分野「To Err Is Human」
に基づく相互啓発

「チャイルドシート・ジュ
ニアシートがないと乗
せない・乗らない」が受
け入れられる社会規範

各種情報源からの統
一的メッセージ「安全
のために断るのは思
いやり」



まとめ 行動変容の3つの視点
①子供、②大人(親)、③社会
3階層の取り組みの相互連携

• 自己決定理論（自律性・有能感・
関係性）を意識した教育・メッ
セージ

• 計画的行動理論（態度・主観的規
範・行動統制感）の各観点で必要
な情報の統合的な発信

• 「チャイルドシート・ジュニア
シートがないと乗せない・乗らな
い」が受け入れられる社会規範の
形成に資する情報発信

信頼できる情報源からの公式見解
と各種団体の統一的メッセージ
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